
○流山市上下水道事業における漏水に係る料金減免取扱規程  

平成２４年８月３０日  

水道事業管理規程第７号  

改正 平成２５年３月８日水管規程第３号  

平成２７年４月１日上下水管規程第３号  

（趣旨） 

第１条 この規程は、流山市水道事業給水条例（平成１０年流山市条例

第１５号以下「条例」という。）第３３条の規定による料金等の減免

のうち、給水装置の使用者又は管理者（以下「使用者等」という。）

が所有する給水装置の漏水に係る条例第２３条から第２５条の２まで

の規定により算定した料金（以下「水道料金」という。）の全部又は

一部を減免する場合の取扱い及び流山市下水道条例（昭和６０年流山

市条例第１４号。以下「下水道条例」という。）第３２条の規定によ

る使用料の減免のうち、特に水道の漏水に係るものの取扱いについて、

必要な事項を定めるものとする。  

（減免の対象となる漏水）  

第２条 流山市上下水道事業管理者（以下「管理者」という。）は、使

用者等が所有する給水装置の漏水が、次の各号のいずれかに該当する

ときは、条例第３３条及び下水道条例第３２条の規定により水道料金

及び下水道使用料の全部又は一部を減免するものとする。  

（１）地下における漏水であって、地表から当該漏水が発見できなか

ったと認められる漏水  

（２）壁の中などの漏水であって、使用者等が容易に発見できなかっ

たと認められる漏水 

（３）量水器取付部からの漏水  

（４）その他発見が困難であると認められる漏水  

２  前項の規定にかかわらず、使用者等の給水装置に係る漏水が、次の

各号のいずれかに該当するときは、条例第３３条及び下水道条例第３

２条の規定による水道料金及び下水道使用料の減免を行わない。  

（１）その発見が容易であると認められる漏水  

（２）使用者等が漏水の事実に気付きながら放置していた漏水  

（３）使用者等が給水装置等の維持管理義務を怠ったことによる漏水  

（４）給水装置工事施工基準（平成１０年６月制定）に適合しない給



水装置からの漏水  

（５）故意又は重大な過失による漏水  

（減免の対象期間） 

第３条 減免の対象となる期間は、当該検針月を含む２か月分とする。  

（減免水量の算定） 

第４条 漏水に係る減免を行う場合に、減免する水量は、別表に定める

減免率に基づき算定した水量とする。  

２  前項の規定により、漏水に係る水量を計算する場合において、１立

方メートル未満の端数が生じたときは、当該端数は切り捨てて計算す

るものとする。  

（減免の方法）  

第５条 使用者等に対する漏水に係る水道料金の減免は、この規程によ

る料金の減免を受ける前の水道料金から、前条の規定により算定した

減免水量について、条例第２３条の規定により算定した料金を差し引

いて徴収することにより行うものとする。  

２  使用者等に対する漏水に係る下水道使用料の減免は、この規程によ

る料金の減免を受ける前の下水道使用料から、前条の規定により算定

した減免水量について、下水道条例第１４条の規定により算定した料

金を差し引いて徴収することにより行うものとする。  

３  前２項の規定に係らず、既に減免に係る水道料金及び下水道使用料

が支払われている場合は、前条の規定により算定した減免水量につい

て、条例第２３条及び下水道条例第１４条の規定により算定した料金

を返還することにより行うものとする。  

（減免の申請）  

第６条 漏水に係る減免を受けようとする者は、水道料金及び下水道使

用料減免申請書（別記第１号様式）に所定の事項を記入し、当該検針

日から起算して６０日以内に管理者に申請しなければならない。  

（減免の承認又は却下）  

第７条 管理者は、前条の規定による申請があったときは、当該申請の

内容を審査し、漏水に係る減免の可否を決定し、当該申請に係る者に、

漏水に係る減免決定（申請却下）通知書（別記第２号様式）により通

知するものとする。 

（委任） 



第８条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は管理者が別に定め

る。 

附  則  

この規程は、平成２４年９月１日から施行する。  

附  則（平成２５年３月８日水管規程第３号）  

（施行期日）  

１  この管理規程は、公示の日から施行する。  

（経過措置）  

２  この管理規程による改正後の流山市水道事業における漏水に係る料

金減免取扱規程の規定は、この管理規程の施行期日以降に申請のあっ

た漏水に係る料金減免について適用する。  

附  則（平成２７年４月１日上下水管規程第３号）  

（施行期日）  

１  この管理規程は、公布の日から施行する。  

（経過措置）  

２  この規程の施行の日前に、改正前の各規程の規定によってなされた

届出、請求その他の手続き又は処分は、それぞれこの規程の施行後の

各規程の相当規定によりなされたものとみなす。  

別表（第４条関係） 

漏水減免による使用水量の漏水減免率表  

内容  減免率  

量水器取付部からの漏水  １００パーセント  

量水器取付部以外からの漏水  

（漏水の確認中である場合）  

７５パーセント  

上記以外の減免に係る漏水  

（漏水の確認をしていない場合）  

５０パーセント  

備考  

１  漏水に係る水量は、今期の検針水量から過去の実績使用水量を

差し引いた水量とする。  

２  過去の実績使用水量は、隔月分については前２回検針した使用

水量の２分の１とし、毎月分については前２月の平均使用水量とす

る。 

３  量水器取付部以外からの漏水であって漏水の確認中である場合



は、流山市指定給水装置工事業者が発行する「漏水の確認に関する

証明書」を添付すること。  



別記 



 



 



別記 

第１号様式（第６条関係）  

第２号様式（第７条関係）  

 


